
 阿南市立羽ノ浦中学校 

学校評価結果 
 

令和５年度調査 

 

 

１ 回答者 

生徒３８８名  保護者２３８名  教職員３０名 

（令和５年１２月８日（金）～１２月２３日（土）に実施） 

 

２ 回答方法 

各質問事項に対して、「そう思う」「ほぼそう思う」「あまり思わない」「思わ

ない」「どちらともいえない」の５段階の回答を依頼し、「そう思う」「ほぼそ

う思う」を肯定的意見、「あまり思わない」「思わない」を否定的意見として

調査結果を分析しました。 

 

３ 結果の活用 

調査結果は１月にとりまとめ、全ての教職員に配付し課題と改善点を明ら

かにした上で、令和６年度の学校運営や教育方針、さらには重点目標に反映

させていきます。また、保護者や運営協議会委員にも調査結果を提示してご

助言をいただき、改善すべき点は積極的に改善するよう努めていきます。 

 

 

グラフの見方（例） グラフ内の数字は全体に占める割合（％）を示す 
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生徒は７７％、保護者は８４％、教職員は９０％が肯定的意見で回答しており、それぞれ

令和４年度の結果に比べて微減となりました。今後は、すべての生徒が学校生活が楽しいと

感じられるよう生徒一人一人への丁寧な指導・支援の充実と徹底にさらに努め、生徒の健や

かな成長がはかれるよう学校づくりを進めてまいります。 

 

 

 

生徒は８７％、教職員は７４％がそれぞれ肯定的意見となりました。しかし、保護者の肯

定意見は４６％と大きな差が見られます。この結果から、生徒は学校生活においては周囲と

協力し生活を送りやすい環境づくりに努力している様子が伺えます。今後、学校としては、

家庭での手伝いの大切さ、それを通じて得られる経験が貴重なものであることを伝える教

育活動を進めてまいります。 
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生徒、保護者、教職員の肯定的意見は９割を超えています。今年度はコロナ禍が明け、学

校行事や部活動等において、生徒が達成感を味わう活動の機会が増加した結果だと思いま

す。今後も生徒が、積極的に参加できる行事等を工夫しながら、教育活動を進めて行きたい

いと考えております。 

 

 

 

生徒は７５％、保護者は８２％がそれぞれ肯定的意見となりました。しかし教職員の肯定

的意見は９０％と結果に少し開きが見られます。 

学校・学級という集団の中で円滑に生活を送るために、互いの人権を尊重し、よい点や努

力している点を認め合うことは極めて大切な事です。 

今後は、学級の時間や学習活動の中で人間関係づくりのスキルアップを目的とした活動

を計画的に進めていきたいと思います。 
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生徒は７４％、教職員は８３％がそれぞれ肯定的意見となりました。しかし、保護者の

肯定的意見は４８％と大きな差が見られます。 

学校としては、これらの点の改善するためのアプローチや指導が必要です。特に生徒の

日常生活の中でのタイムマネージメント能力の育成に取り組んでいきます。 

 

 

 

教職員の肯定的意見は６６％という結果です。ＧＩＧＡスクール構想により、ＩＣＴ機器

を活用した教育活動が定着しつつあります。しかし、このアンケート結果から、ＩＣＴ機器

を活用しての授業づくりに、教職員が試行錯誤している様子もうかがえます。今後は、授業

づくりのために研修の充実と、教職員だけでなく生徒も含め、ＩＣＴ機器を活用しやすい環

境整備等も進めていきたいと思います。 
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生徒は７８％が肯定的意見ですが、教職員が６６％、保護者が４８％と結果に大きな差が

あります。 

生徒自身はゆとりを持って行動できていると思っているようですが、自分がやるべきこ

とを把握し、１日の予定等を見通しをたてて計画的に生活できる、マネージメント能力の育

成に取り組んでいきます。 

 

 

肯定的意見は、生徒は５５％、保護者は４７％、教職員の肯定的意見は４３％とい

う結果になりました。他の項目に比べ肯定的意見が低く、家庭学習の習慣が定着して

いるとは言い難い結果です。学校としては、なぜ学習するのか、自分の目標を持ち、
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予習・復習から始める事、時間を決める事等、具体的な家庭学習の方法を指導しなが

ら家庭学習の習慣の定着を図ります。 

 

 

生徒の肯定的意見は７０％近く、保護者、教職員は約５０％強と肯定的意見の結果に多少

の開きが見られます。この結果から、学校行事や授業等の教育活動が、日常生活と結びつく

よう、身近な題材を取り上げる等の工夫をし、課題を見つけ自ら学ぶ力の育成に努めていき

ます。また、学校行事の意義や重要性を生徒と教職員が共に理解し、行事を通して協力し合

うことの大切さや目標に向かって努力することのすばらしさ、成しとげたときの達成感等

をより多く経験させたいと思います。 

 

 

生徒・保護者ともに約７０％が肯定的意見ですが、教職員の肯定的意見は６０％の結果と

なりました。学校のあらゆる教育活動を通して、自己の生き方を考えるとともに生徒が自己
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の夢や目標が語れるような仲間づくりや集団の育成が必要と考えます。 

今後、キャリア教育等の更なる充実を図るとともに全ての教育活動における実践的・体験

的な学習を通して、自分らしく生きるために「学び続けたい」「働き続けたい」と強く願い、

それを実現する意欲を持った生徒の育成をめざします。 

 

  

 

肯定的意見が保護者、教職員ともに８０％を超えていますが、生徒の肯定的意見は６０％

と結果に開きが見られます。 

この結果から、約３割の生徒が、自己肯定感や自己有用感が高まっていないと思われます。

今後は、誰もが認められる仲間づくりをさらに推進していく必要があると考えます。生徒が、

ありのままの自分を「大切な存在だ」「かけがえのない存在だ」と思えるよう、全ての教育

活動に人権教育を位置づけ継続的に支援・指導を進めるよう努めてまいります。 
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保護者は７１％、教職員は８３％、生徒は８４％が肯定的な意見となりました。生徒は、

道徳、人権学習、参加体験的学習、学校行事等を通して、望ましい人間関係を形成し、より

よい学校生活を築くための力が育っていきます。これからも様々な学習活動を通して、仲間

と互いに支え合う大切さに気づき、協調性や責任感、自他の人権を尊重する心、豊かな感性

を育む教育活動を実践していきます。 

 

 生徒の肯定的意見は９１％、教職員は８６％、保護者は７１％と結果に多少の開きが見ら

れます。いじめを許さない学校や学級づくりには、「いじめは人間として絶対に許されない」

という意識を、学校教育あらゆる場面で、生徒一人一人に問いかけ、その意識を行動につな

げることが重要です。 

これからも、教職員一人一人がいじめ問題の重大性を認識し、いじめの未然防止、早期発

見、適切かつ迅速に対処していくことが求められています。学校教育はもとより、家庭・地

域社会や関係諸機関との連携を図り、より多くの大人が子どもの悩みや相談を受け止める

ことができるよう積極的に取組を進めていきます。 
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生徒の肯定的意見は７９％、教職員は８７％、保護者は６６％と結果に多少の開きが見ら

れます。 

教職員は、生徒・保護者からの相談を受け、学年もしくは学校全体で素早く事実確認をし、

トラブルや悩みの解消に向け努めてきました。 

今後も生徒の心情に寄り添い全ての生徒に気を配り、学校全体で生徒支援や個別対応を

進めて行きます。また、更に保護者への丁寧な説明にも努めてまいります。 

 

 

 

生徒が９３％、保護者が９４％、教職員が８６％の高い割合で肯定的意見となりました。

この結果から、多くの生徒が規範意識を高く持ち、落ち着いた学校生活を送ったり、学習や

部活動に取り組めたりしています。今後は、放課後や休日の生活においても、羽中生の誇り
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と自覚を常にもち、保護者のみなさまにもご協力を頂きながら、ルールを守り安心・安全な

生活が送れるように指導していきます。 

 

 

生徒の８７％が肯定的意見という結果となりましたが、保護者は７３％、教職員は６３％

とそれぞれ結果に多少の開きがあります。学校では、すすんであいさつができる生徒は多い

ですが、登下校や地域などにおいては、すすんであいさつできる生徒が少ないことが要因の

一つと考えられます。今後は、時間や場所に関係なく、常にすすんであいさつができる生徒

が増えるよう、あいさつの大切さを伝えるとともに、教職員も生徒の手本となるよう、指導

していきます。 

 

肯定的意見は、生徒が８４％、保護者が８７％、教職員が７４％という結果となりました。 

場に応じた言葉遣いは、相手への敬意や自分の考えを正確に伝えるための基本となりま

す。今後も学校生活や授業の中で自分の考えや意見を相手に適切に伝えられるコミュニケ
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ーション能力が身につくように、教職員が授業の中で発表の機会を増やすなど、言語活動の

充実に力点を置いた授業展開を進めるとともに場に応じた言葉遣いの大切さについて伝え

ていきます。 

 

 

 

生徒の肯定的意見は、６９％という結果となりました。この結果から、約３割の生徒は自

分のよさを認識できていないという課題が見えてきました。 

自分自身のよさを知っている生徒（自己肯定感の高い生徒）は、物事を前向きに捉え、う

まくいかなくても努力を継続できたり、自分をかけがえのない存在として肯定しているた

め周りの人もかけがえのない存在として認識できたりします。また、周りに振り回されたり

周りを意識しすぎたりせず主体的に行動できると考えます。 

学校では普段の授業はもちろん、行事等を通して生徒が互いに認め合いながら自信を持

って成長していけるよう支援してまいります。 
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生徒、保護者ともに肯定的意見は８４％という結果となりました。教職員の９７％が肯定

的意見であり、結果は高い割合を占めています。教職員は、生徒が自信を持てるようによい

ところを認め、頑張ろうと思えるよう声掛けをしていると思います。前質問項目にも密接に

関係していますが、生徒の良いところを認め頑張ろうと思える声掛けを繰り返すことで、自

分の良さを認めることができる生徒（自己肯定感の高い生徒）の育成につながると考えます。

これからも生徒の頑張りや良さを認める教育実践をすすめてまいります。 

 

 

肯定的意見は、生徒が７９％、保護者が８２％、教職員が９７％という結果となりました。 

学校としては、教育相談や教職員と生徒の日頃のあいさつや会話等コミュニケーション

を大切にし、親身になって支えていく個に応じた生徒指導に取り組んでいきます。 

 また、学習指導においては、全ての生徒が「わかる」「できる」を実感できるように指導
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方法の工夫と改善を行いながら、学習活動の充実に努めてまいります。 

 

 

 

 生徒、保護者、教職員の肯定的意見が、９０％を超え高い割合を占めています。生徒は自

分の命を守るために、ヘルメットや反射たすきを着用しています。今年度も衝突等の交通事

故が数件発生しましたが、ヘルメットを着用していたため大きな怪我を防ぐこともできま

した。これからも交通ルール遵守やヘルメットや反射たすきの着用を呼びかけていきます。 

 

 

 

肯定的意見は、生徒が８１％、保護者が７６％、教職員が７０％という結果となりました。 

 東日本大震災から１０年以上たちましたが、先日も能登半島地震があり、被害が出ていま

す。今後も、防災学習や避難訓練等、様々な機会を通して防災・減災に関する意識を高めて
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いきたいと思います。 

 

 生徒、保護者、教職員のともに肯定的意見は約７０％という結果となりました。生徒の約

３割が基本的生活習慣の確立がされていないという課題が見えてきました。基本的な生活

習慣の確立は、学力や体力の向上につながります。朝食を毎日食べる習慣や健康な体づくり

ができるよう阿南市が取り組んでいる「食育ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ作戦」を活用するなど、基本的生活習

慣の確立に取り組んでいきます。 

 

 

 生徒の肯定的意見は７５％という結果です。自分の生まれ育ったまちが好きであり、誇り

を持つことができるように、地域と連携した体験的学習やボランティア活動への参加を進

めて行きたいと思います。 

 今年度は、コロナ禍もあけ、地域のボランティア活動である「コスモスの種まき」への参

加等、活動を進めてきました。 
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次年度は、学校運営協議会と連携し、地域の情報を収集し職場体験学習を実施するなど、

地域とかかわる機会を増やしていこうと考えています。 
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